
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
二
巻
第
二
号

平
成
六
年
三
月

二
二
四

本
山
義

に
お
け
る

『観
経
疏
』
解
釈
の
特
徴

伊

藤

正

順

一

西
山
証
空
の
門
下
は
、
や
が
て
六
流
に
分
裂
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な

教
学
を
形
成
す
る
。
そ
の
中
で
、
と
く
に
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀

に

か
け
て
、

自
ら
が
証
空
の
最
も
正
統
な
後
継
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て

い
る
よ
う

に
窺
え
る
の
は
、
本
山
義
の
教
団
で
あ
る
。

本
山
義

の
名
称
に
つ
い
て
、
『
三
鈷
寺
文
書
』
後
光
巌

天
皇
論
旨
の

中
に

「
三
鈷
寺
事
、
浄
土
西
山
流
根
本
地
也
」
と
あ
る
の
が
根
拠
と
さ

　
　
　

れ
、
『
仁
空
置
文
』
『善
空
置
文
』
に
も
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
根
本

山
義
と
し
て
の
主
張
が
垣
間
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
山
義

の
大
成
者
仁

空
実
導
が
亡
く
な
る
二
年
前
に

『西
山
上
人
縁
起
』
を
編
纂
し
た
理
由

　
　
　

を
推
測
し
て
も
明
確
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
『西
山
上
人
縁
起
』
全
六
巻
の
構
成
は
、
巻
三
は
主

に
西
山
善
峰

寺
と
歓
喜
心
院

・
浄
橋
寺

・
遣
迎
院
の
寺
歴
を
記
し
、
巻
五
で
は
、
証

空
滅
後
の
門
葉
と
本
山
義
の
系
譜

に
つ
い
て
記
し
、
巻
六
に
な
る
と
、

浄
満
寺
の
草
創
、
康
空
示
導
の
行
実
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

『西
山
上
人
縁
起
』
は
証
空
の
本
伝
を
記
す
と
同
時
に
、
本
山
義

こ
そ

が
証
空
の
祖
承

・
祖
跡
の
正
統
な
後
継
で
あ

る
こ
と
の
主
張
に
ほ
か
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

二

次
に
、
本
山
義
が
教
学
面
に
お
い
て
も
証
空
の
正
統
な
後
継
で
あ
る

と
の
主
張
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
き
た
い
。

『
西
山
上
人
縁
起
』
巻

二
に
は
、

証
空

が

『般
舟
讃
』
を
仁
和
寺
の

経
蔵
か
ら
発
見
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
証
空
と

『
般
舟
讃
』
に
つ
い

て
は
、
証
空
が
独
自
な
観
点
か
ら

『
観
経
疏
』
を
解
釈
し
た
た
め
に
、

と
く
に
十
六
観
異
方
便
説
と
化
前
序
の
法
門

に
つ
い
て
他
の
学
僧
か
ら

「文
の
外

の
義
」
で
あ
る
と
批
難
を
受

け

た

が
、
そ
の
後
に
発
見
さ
れ

た

『
般
舟
讃
』
の
文
に
よ

っ
て
証
空
の
解
釈

に
誤
ま
り
は
な
い
こ
と
が

証
明
さ
れ
、
他
の
学
僧
の
疑
問
も
解
消
し
た
と
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
『般
舟
讃
』

の
発
見
者
は
証
空
で
は
な

く
静
遍

で
あ

っ
て
、
『西
山
上
人
縁
起
』
で
は
静
遍
の
史
実
を
全
く
証

空

の
史
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二
二
五

(
3
)

実
と
し
て
据
り
換
え
て
記
さ
れ
て
い
る
と
私
は
考

え
て

い
る
。

つ
ま

り
、
『
般
舟
讃
』
を
典
拠
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
の
学
僧

か
ら

の

疑
問
が
解
消
し
た
と
さ
れ
る
化
前
序
の
法
門
に
つ
い
て
、
本
山
義
で
は

独
特
の
見
解
が
あ
る
。
化
前
序
の
法
門
に
つ
い
て
、
西
谷
義
で
は
、
化

前
序
を
機
に
約
し
て
理
解
し
て
諸
経
を
廃
す

る
立
場

を
と

る
。
深
草

義
で
は
、
法
に
約
し
て
理
解
し
て
諸
経
を
廃
す

る
立
場

を
と

る
。

一

方
、
本
山
義
で
は
法
に
約
し
て
、
諸
経
を
廃
す
る
こ
と
な
く
諸
経
の
本

意
を

『
観
経
』
に
説
く
と
す
る
の
で
あ
る
。
仁
空
実
導
の

『弘
深
紗
』

に
は
、一

代
を
こ
の
経
の
意
に
入
れ
、
こ
の
経
よ
り
一
代
の
本
意
を
顕
わ
し
て
、
仏

法
と
云
え
ば
総
じ
て
今
の
法
を
聞
く
処
よ
り
外
に
は
無
き
様
を
種
々
に
釈
し

(4
)

顕
わ
し
給
う
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
釈
迦

一
代

の
教
説
は

『
観
経
』
に
帰
入
さ
れ
、
諸
経

も
阿
弥
陀
仏
の
弘
願
に
乗
ぜ
し
め
る
た
め
に
説
か
れ
た
と
解
釈
し
て
い

る
。
ま
た
、
仁
空
実
導
な
ど
が
論
義
し
た

『
八
巻
本
論
義
紗
』
で
は
、

法
花
経
を
ば
法
の
一
乗
と
云
ふ
、
今
経
か
ら
は
人
の
一
乗
と
そ
仰
せ
ら
れ
た

飽
と
あ
る

よ
う
に
、
『
法
華
経
』
に
よ
る

一
乗
思
想
か
ら

『観
経
』

に
よ

る

一
乗
思
想
に
展
開
し
た
証
空

の
教
学
を
、
本
山
義
で
は
さ
ら
に
人
の

一
乗

へ
と
展
開
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
本
山
義
の
独
自
な
化
前
序

の
理
解
を
、
本
山
義
で
は
証
空
か
ら
の
伝
承
と
し
て
仮
託
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
仁
空
実
導
が

『
西
山
上
人
縁
起
』
の
中
で

『般
舟
讃
』

の
発
見
者
を
証
空
の
史
実
と
し
て
仮
託
し
た

の
は
、
派
祖
を
敬
慕
し
た

い
こ
と
の
ほ
か
に
、
本
山
義
が
理
解
す
る
化
前
序
の
法
門
こ
そ
、
証
空

の
正
統
な
教
学
を
継
承
し
て
い
る
と
主
張
し
た
い
が
た
め
と
考
え
る
の

で
あ
る
。

三

さ
て
、
『
西
山
上
人
縁
起
』
巻
五
に
は
、
本

山
義
の
祖
康
空

示
導

の

行
実
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
康
空
示
導
は
最
初
、
東
山
義

観
鏡
証
入
の
孫
弟
子
の
仏
観
に
従

っ
て
、
鎌
倉
の
辮
谷
に
お
い
て
浄
土

門
を
修
学
す
る
が
、
仏
観
の
教
義
理
解
に
不
信
を
懐
き
、
東
山
義
に
伝

承
し
て
い
た

『
他
筆
紗
』
を
披
見
す
る
が
、
満
足
し
な

か

っ
た
と
あ

る
。
そ
の
後
、
三
鈷
寺
に
入
り
、
承
空
玄
観

の
も
と
で
初
め
て

『観
門

義
』
『
積
学
紗
』
を
披
見
し
て

「
後
代
展
転
の
あ
や
ま
り
を
あ

ら

た

め

て
、
祖
意
を
ひ
ろ
め
む
こ
と
を
詮
」
と
し
、
「
間
世
の
門
葉
な

り
と

い

へ
ど
も
、
面
受
の
直
弟
に
こ
と
な
る
べ
か
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
。

(
6
)

ま
た
、
最
近
の
大
塚
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
本
山
義
の
人

々
が
三
鈷

寺
や
二
尊
院
な
ど
を
兼
帯
し
た
こ
と
は
、
同
時
に
証
空
の
主
著

『観
門

義
』
を
独
占
す
る
結
果
と
な
り
、
「
本
山
義
の
人
師
で
こ
そ

『観
門
義
』

の
披
閲
も
可
能
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
本

山
義
成
立
以
後

は
他
義
は

見
聞
で
き
る
こ
と
な
く
、
専
ら

『他
筆
紗
』

の
教

学
が

学
習

さ

れ
、

『
他
筆
紗
』
の
証
空
教
学
が
独
り
歩
き
を
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
が
、
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二
ご
六

空
覚
開
板

ま
で
の
実
状
で
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

次
に

『他
筆
紗
』
に
多
く
使
用
さ
れ
る
正
因
正
行

の
特
殊
名
目
に
つ

い
て
、
本
山
義
で
は
独
自
の
解
釈
を
試
み

て

い
る

こ
と

を
指
摘
し
た

い
。ま

ず
善
導
は
、
正
因
正
行
に
つ
い
て
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
直
接

か
つ
正
当
な
要
因

(三
福

.
三
心
)
を
正
因
と
し
、
直
接

か

つ
正

当
な

実
践
行

(九
品
)
を
正
行
と
し
た
。
証
空
は
こ
れ
を
受

け

て
、
三
福
は

章
提
希

の
他
力
領
解
以
前

の
行
門
で
あ
り
、
九
品
は
正
宗
分
に
説
か
れ

る
実
践
行
で
あ
る
か
ら
、
弘
願
を
観
照
す
る
観
門
で
あ
る
と
す
る
。
そ

の
上
で
ひ
と
た
び
観
門
の
教
え
が
成
立
す
れ
ば
、
序
分
の
三
福
は
九
品

に
同
化
し
、
と
も
に
三
心
を
領
解
す
る
こ
と
に
結
が
る
の
で
、
三
福
正

因
と
三
心
正
因
は

一
致
す
る
と
説
く
。
証
空
の
い
う
三
福
正
因

・
九
品

正
行
は
善

の
体
で
は
な
く
、
観
門
の
本
意
を
い
う
の
で
あ

っ
て
、
正
因

正
行
の
体

は
弘
願
に
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
『他
筆
紗
』
で
は
こ
の
正
因
正
行
を
特
殊
名
目

(術
語
)
と
し

て
証
空
独
自
の
概
念
を
も
た
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
正
因
と
は
普
遍
的

か
つ
平
等
な
立
場
を
あ
ら
わ
し
、
正
行
と
は
個
別
的
、
差
別
的
な
立
場

を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
、
教
義
上
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
顕
行

・
示
観
の

特
殊
名
目
と
同
様
に
二
つ
の
概
念
に
よ

っ
て
解
釈
し
て
い
る
。

正
因
正
行

の
特
殊
名
目
に
つ
い
て
、
本
山
義
の

『
八
巻
本
論
義
紗
』

と

『
六
巻
本
論
義
紗
』
で
は
、
正
因

・
正
行

・
意
義
の
念
仏
と
い
う
よ

う
に
、
『
観
門
義
』
に
お
い
て
示
さ
れ

る
行

門

・
観
門

・
弘
願
と
同
様

に
三
つ
の
概
念
に
よ

っ
て
解
釈
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

『
八
巻
本
論
義
紗
』
巻
八

・
第

一
問
答

コ
ニ
種
の
衆
生
は
上
品

上
生

の
機
に
限
る
か
」
の
中
で
、

一
者
の
位
に

「
慈
心
不
殺
具
諸
戒
行
」
と

説
い
て
序
分
の
三
福
中
の
世
福

・
戒
福
を
開

い
た
の
は
、
三
福
の
差
別

な
き
正
因
の
意
を
顕
わ
す
た
め
と
あ
り
、
二
者
の
位
に

「
読
諦
大
乗
方

等
経
典
」
と
説
い
て
行
福
を
開
い
た
の
は
、
次
第
に
九
品
正
行
の
意
を

顕
わ
す
た
め
と
説
い
て
い
る
。
続
い
て
、
三
者

「修
行
六
念
」
に
つ
い

て
、三

者
修
行
六
念
と
説
く
は
序
分
の
三
福
に
は
説
か
ざ
る
事
を
説
き
た
る
を
大

乗
意
義
と
釈
す
る
意
は
念
仏
者
即
専
念
阿
弥
陀
仏
と
釈
し
て
余
の
五
念
を
も

皆
こ
の
念
仏
に
釈
し
入
れ
て
大
乗
の
意
義
と
釈
す
れ
ぽ
修
行
六
念
を
所
詮
の

体
と
釈
し
顕
わ
す
也
。
読
論
大
乗
意
義
と
は
や
が
て
正
行
の
意
義
と
釈
す
る

意
也
。

一
者
二
者
三
者
と
説
く
は
正
因
正
行
意
義
と
三
重
に
説
き
た
る
ぞ
と

(7
)

意
得
る
也
。

と
あ
る
。
序
分
の
三
福
に
は
説
か
れ
な
か

っ
た

「修
行
六
念
」
を
善
導

が

「
大
乗

の
意
義
」
と
釈
し
た
の
は
、
法

・
僧

・
戒

・
捨

・
天
の
五
念

を
能
詮
と
し
て
大
乗
至
極
の
念
仏
を
顕
わ
す
た
め
と
あ
る
。
ま
た
、
康

空
示
導
の
門
弟
は
、
三
者
の
位
を

「意
義
の
念
仏
」
と
説
い
て
、
非
定

・

非
散

・
離
三
業
の
念
仏
を
説
示
し
、

三
心

(観
門
)
領
解

以
後

は
、
諸

行
と
て
も
念
仏
体
内
の
善
と
す
る

『
観
経
』

に
よ
る
弘
願
念
仏

一
乗
思

想
を
強
調
し
て

い
る
。
ま
た
、
『
六
巻
本
論
義
紗
』
巻
五

・
第

二
問
答

「何
を
正
因
正
行
と
名
つ
く
る
か
」
に
も
、
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一
三
七

一
者
二
者
三
者
と
説
候
は
次
の
如
く
九
品
に
通
ず
る
正
因
正
行
意
義
の
三
の

意
を
上
品
上
生
の
初
に
表
し
置
て
候
。
是
れ
は
無
行
不
成
の
所
成
の
善
体
を

正
因
正
行
と
分
別
し
候
へ
ば
意
義
の
念
仏
の
躰
が
顕
わ
る
る
様
を
経
に
は
説

(8
)

き
顕
わ
す

で
候
。

と

あ

る

よ
う

に
、

正
因

・
正
行

・
意

義

の
念

仏

の

三

つ

の
概

念

(特

殊

(
9
)

名
目
)
が

み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
山
義
だ
け
に
み
ら
れ
る
正
因

・
正
行

・
意
義
の
念
仏

の
概
念

(特
殊
名
目
)
は
、
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
師

の
康
空

示
導
が

『
他
筆
紗
』

に
満
足

せ
ず
、
『
観
門
義
』
『積
学
紗
』
に
よ
っ
て
証
空
教

学
を
理
解

し
弘
通
し
よ
う
と
し
た
こ
と
や
、
『
観
門
義
』
を
専
有

し
た

こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
本
山
義
の
人

々
が

『観
経
疏
』
を
註
釈
す
る

際
は
、
『
観
門
義
』

の
教
学
が
根
底
に
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

四

ま
た
、
証
空
が
正
因
正
行
の
特
殊
名
目
と
共
に
晩
年
に
多
く
使
用
し

た
と
さ
れ
る
三
重
六
義
の
特
殊
名
目
に
つ
い
て
も
、
本
山
義
で
は
独
自

な
解
釈
を

し
て
い
る
。

三
重
六
義

(第

一
重
能
請
.所
請
、
第
二
重
能
説
・所
説
、
第
三
重
能
為
・所

為
)
の
名
目
は
、
『
玄
義
分
』
第
五
定
散
料
簡
門
に
出
拠
が
あ

り
、
「
定

善

一
門
章
提
致
請
、
散
善

一
門
仏
自
開
」
を
料
簡
す
る
善
導
の
古
今
楷

定
を
窺
う
上
で
重
要
な

一
門
で
あ
る
。

三
重
六
義
に
つ
い
て
、
証
空
は

『
観
門
義
』
で
は
第

一
重
を
行
門
、

第
二
重
を
観
門
、
第
三
重
を
弘
願
に
配
当
し

て
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た

『
他
筆
紗
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
顕
行

・
自
力

の
位
、
示
観

・
仏
力
の
位
、

願
力

の
位
に
配
当
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
重
六
義
は
証
空
門

下
に
お
い
て
も
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
嵯

峨
義
で
は
六
六
三
十
六
義

(あ
る
い
は
百
二
十
重
の
定
散
)
と
説
き
、
深
草
義
で
は

『
他
筆
紗
』
を
受

け
、
欣
浄
縁
の
五
文
を
中
心
と
し
た
所
説

の
定
散
(定
散
二
善
十
六
観
門
)

に
対
す
る
三
重
六
義
の
定
散
が
説
か
れ
て
い
る
。

一
方
、
本
山
義
で
は
深
草
義
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
第
三
重
能
為

.

所
為

(
つ
ま
り
、
救
済
す
る
側
と
救
済
さ
れ
る
側
)
を
中
心
に
据
え
た
定
散

(
10

)

の

三
重

六
義

が

説

か
れ

て

い
る

。

仁

空

実

導

の

『
弘

深

紗

』

に

は
、

。
思
惟

に
定
散
具
足

の
義
が
あ
る
所
を
能
請

の
定
散
と
は
名
つ
く

る
な
り
。

。
三
福

の
自
開

の
章
提

の
思
惟
と
請
せ
し
本
意
を
も
顕
わ
し
給

い
た
り
し
位

の
仏
力
、
所
請

の
世
尊

に
て
は
在
す
な
り
。

。
未
来

の
凡
夫

の
為

に
こ
の
経

の
十
六
観
を
説
き
顕

わ
さ

ん
と
向

か

い
給

い

し
位

に
付

い
て
、
能
説

の
定
散
を
ぽ
論
ず

べ
き

な
り
。

。
所
説

の
定
散
と
云
う

は

(中
略
)
教
我
思
惟

と
請

せ
し
よ
り
定
散
は
仏

の

功
徳
と
し

て
無
行
不
成
な

る
べ
き
謂

わ
れ
な
り
と
。

。
能
為

の
如
来

と
は
、

三
心
自
説

の
体

を
指
す

な
り
。

(
中
略
)

弥
陀

の
願

体

を
我
等
が
領
解
す

る
位
を
即

ち
能
為

の
如

来
と
は
名
つ

く
な
り
。

。
所
為

と
は
、

こ
の
三
心
既
具
無
行
不
成

の
謂
わ
れ
を
正
因

正
行
と
分
別
す

(11
)

る
処

を
指
す

な
り
。

所
為

の
定
散

と
は

こ
れ
な
り
。

な

ど

と

あ

る
。

こ

の
よ

う

な
本

山
義

に

み

ら

れ

る

独
特

な

定

散

の

三
重
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本
山
義

に
お
け

る

『
観
経
疏
』
解

釈
の
特

徴

(伊

藤
)

二
二
八

六
芭我
は
、

『
六
巻

本

〃論
艶我
紗
〃』

に
、

誠

に
能
請
所
請
能
説

所
説
能
為
所
為

と
標

せ
ら
れ
る
文
ば

か
り
を
守
り

て
候

時

は
、
そ

の
旨
趣

分
明
な
り
と
は
申

し
難

い
事

で
候

へ
ど
も
、

こ
の

一
段

の

始
終

に
も
つ

い
て
総

じ
て
は

一
宗

の
大
綱

に
返

っ
て
こ
そ
釈
義

の
本
意
も
顕

(12
)

わ
る
べ
き
事
で
候
へ
。

と
あ
る
よ
う
.に
、
本
山
義
の
教
学
で
は
、
三
重
六
義
は
章
提
希
だ
け
で

な
く
未
来

の
凡
夫
す
べ
て
が
念
仏
に
よ

っ
て
救
済
さ
れ
る
と
い
う

一
宗

の
大
綱
か
ら
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
第
三
重
能
為
所
為
、
あ
る

い
は

『
観
門
義
』

に
み
ら
れ
る
弘
願
が
中
心
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
み

う
け
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
山
義
が

『
観
経
疏
』
を
解
釈
す
る
際
に
は
、
証

空
が
中
期
か
ら
晩
年

に
多
く
使
用
さ
れ
た
特
殊
名
目
に
注
目
し
な
が
ら

も
、
『
観
門
義
』
に
み
ら
れ
る
三
つ
の
概
念

(特
殊
名
目
)
を
教
学
の
根

底
に
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
同
時

に
、
本
山
義

こ
そ
六
流

の
中

で
最
も
証
空
の
教
学
を
正
統
に
継
承
し
て
い
る
と

い
う
主
張
が
随
所
に

窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

1

田
辺
英
夫

「本
山
義
の
軌
跡
」
(『西
山
学
報
』
第
四
十

一
号
、
平
成
五

年
三
月
)
参
照
。

2

池
田
圓
暁

「実
導
上
人
に
於
け
る
祖
師
の
兼
帯
と
そ
の
意
義
」
(『西
山

禅
林
学
報
』
第
九
号
、
昭
和
三
十
九
年
二
月
)
参
照
。

3

拙
稿

「『
西
山

上
人
縁
起
』

の
撰

述

意
図
―

と
く

に
証
空

の

『
般
舟

讃
』
発
見

を
伝

え
る
記
述
を
中
心
と

し
て
―

」

(『
仏
教
学
研

究
』
第
四

十
九
号
、
平
成

五
年

三
月
)

に
詳

述
し
た
。

4

『
西
全
』

別
巻
第

一
・
一
一
九
頁

a
。

5

龍

大
蔵
本
版
本
巻

二

・
五
十

二
丁
左
。

6

大
塚
靈
雲

「
空
覚
上
人
の
行
実

」

(『
西
山
学
会
年
報
』
第
三
号
、
平

成

五
年
六
月
)
参

照
。

7

龍

大
蔵
木
版

本
巻

八

・
二
丁
左
～
三
丁
右
。

8

『
西
山
禅
林

学
報
』
第
九
号
附

録
九
頁
。

9

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、

拙
稿

「
『
定
散
料
簡
義
』

の
成
立

に
関
す
る
研

究
」

(『
印
仏
研
』
第
三
十

三
巻
第

一
号
、

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
)
、

同

「
正
因

・
正
行

・
意
義

の
念
仏
論
1

『
定
散
料
簡
義
』

の
成

立

に
関
す

る

一
視
点
―

」

(『
西
山
禅
林
学
報
』
第
十
八
号
、

昭
和

六
十
年

三
月
)

に
詳
述

し
た
。

10

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
伝
証
空

上
人
撰

『定
散
料
簡
義
』

の
成

立
問
題
再
考
―

定
散
の
三
重
六
義
を
中
心
と
し
て
―

」
(『仏
教
と
福

祉

の
研
究
』
龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
編
、
平
成

四
年
十
二
月
)

に
詳
述

し

た
。

11

『
弘
深
紗
』

の
出
拠

は
、
『
西
全
』

別
巻
第

一

・
五
十
九
頁

a
～
六
十

頁

b
。

12

『
西
山
禅
林
学
報
』
第
九
号
附

録
三
十
三
頁
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉
本
山
義
、
『
西
山

上
人
縁

起
』
、
正
因
正
行
、
三
重
六
義
、

『
般
舟
讃
』

(龍
谷
大
学
講
師
)
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